
 

●  11月24日、日本

共産党高知県議団は、

高知県委員会、四国ブ

ロック国政対策委員会、

高知市議団と共に各省庁別に政

府交渉を行い、仁比聡平参議院

議員が同席しました。 

厚労省との交渉では、ビキニ

被災船員救済を要望。ビキニ水

爆実験の被災船員が本県では多

数確認されていますが救済され

ないまま高齢化しており救済に

向けた取組みは待ったなしです。

県も船員救済へ模索をしてきた

が、国が責任をもって救済への

立法措置を図るべきです。 

●交渉に対応した、厚労省保健局保健課企画法令第一係の大

成悠真氏は、「今回の要望を受け、課題として認識した。省

庁間で共有して検討したい。」「保険局、労基局、被爆者援

護法関連局等、必要に応じて共有し検討する」と回答。 

ついに、国がビキニ被災船員救済に向けた立法措置への取

り組みに着手することとなりました。 

●さらに、 国として、ビキニ被災船員の健康状態・病歴な

どの調査を行い、被害

の実態把握を進めるよ

う要望したことに対し、

「平成26，27と調査し、

平成28年には有識者会

議も設置し調査した」と回答。 

それは、アメリカの大雑把

な被ばく量数値をもとにし

た机上での調査で、労災適用

に必要な個々人の現状・病歴

など肝心な調査は一度たり

ともなされていないと返し、

あらためて調査を求めまし

た。これに対し大成氏は 

「法的救済への取り組み

の中で検討します」と、今後

の検討課題であることを確

認しました。速やかな救済を

求め、引き続き、厚労省への要望を強めていきましょう。 
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